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派遣社員として働く側のメリット‧デメリット

メリット

仕事が選べる スキルや希望に合わせて職種‧勤務地を選択可能。合わない案件は断ることも可。

内容

時給が⾼め 派遣の平均時給は約1,996円。パート‧アルバイト（約1,412円）より⾼い傾向。

ライフスタイルに合う 勤務時間‧期間の柔軟な調整が可能。育児‧介護との両⽴もしやすい。

⼤⼿企業で働ける 正社員では難しい⼤⼿企業への就業機会も得られる。

サポートが⼿厚い 派遣会社が仕事紹介‧相談対応を実施。給与は派遣会社が⽀払い、安⼼感も⾼い。

デメリット

就業期間に制限 同⼀組織では最⻑3年までと法令で定められている。

内容

仕事の空⽩リスク 常に希望の案件があるわけではなく、収⼊が不安定になることも。

賞与なしが基本 派遣先の制度によるが、ボーナスは原則⽀給されない。

社会的信⽤の低さ 雇⽤の不安定さから、ローン審査等に不利なケースも。

重要業務は任されにくい 裁量が求められるポジションに就くことは少ない傾向。
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企業側の派遣利⽤におけるメリット‧デメリット

メリット

迅速な⼈材確保 ⽋員や繁忙期の増員に対し、派遣会社経由で即⽇〜数⽇で補充が可能。

内容

即戦⼒の確保 専⾨スキルを持った⼈材が多く、教育コストがかからない。

採⽤コストの削減 求⼈広告、選考、研修などの費⽤を抑えられる。

事務⼿続きが不要 給与計算や社会保険処理は派遣会社が⾏う。管理の⼿間が省ける。

デメリット

⼈材選定の⾃由が少ない 最終的な⼈材の選定は派遣会社側が⾏うため、直接⾯接は不可。

内容

業務範囲に制限 契約に基づく業務以外は依頼不可。柔軟な業務変更が難しい

派遣期間の制限 同⼀部署での派遣は原則3年まで。⻑期戦略には不向き。

責任のある業務は任せにくい 企業⽂化や機密性を要する業務には適さないと感じる企業も多い。

企業側の派遣利⽤におけるメリット‧デメリット
派遣社員には登録型派遣、無期雇⽤派遣、紹介予定派遣、シニア派遣などがあり、雇⽤形態や就業安定性が異なります。採⽤時には、警備‧医療‧建設など派
遣が禁⽌されている業種がある点、原則として事前⾯接ができない点、⼀定規模以上では派遣先責任者の配置が必要である点に注意が必要です。


